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Abstract

Weconductedquestionnairesurveyamong100firstgradestudentsofapublic

juniorhighschool,toconsidertherelationshipsbetweenmental-psychological

healthandpleasuresinphysicaleducationclasses(PPEC),groundedonprinciplesof

healthpromotingschoolconsistofhealthinitiative8areas.ThescorefortheCenter

forEpidemiologicStudyDepressionScale(CES-D)inthepresentsamplewas14.30

(SD=7.995),whichwaslowerthanresultsobtainedinpreviousstudies.Datafor

PPECwer･esubjectedtofactoranalysis,followedbyvar･imaxr･otation.Thefactor･
ヽ

analysisyieldedfivefactors;̀asenseofaccomplishmentorconquer,̀interpersonal

relationshipswithfriends'∴understandandparticIPation',̀directiveinfluencesby

teacher',and p̀rogressanddevelopment'.TherateofcontributionandCronbach

reliabilitycoefficientsindicatedthatouroriginalPPEC scalehadhighinternal

consistencyandrateofvarianceexplanation.Allfactorsextractedweresignificant

inversecorrelatedtoCES-D.Wespeculatethattheseassociationsamongthem

couldbechanged,accordingtoateachingmethodorhumaninterpersonalrelation-

shipsamongrelevantstudents.Inadditionto,Weconsideredthatstandpointof

healtheducation,suchasmentalhealth,wasrequiredtophysicaleducationclasses

withapleasuresandproducts.Therefore,tocoordinatehealtheducationand

physicaleducationsuggestedtobeusefulforacceleratehealthpromotingschool.

Ⅰ.緒言

わが国の体育授業研究は多く実践 ･蓄積されている｡学習指導要領に則り､運動の楽しさや

喜びを実感し､生涯にわたって運動に親しむための学習が検討されている｡それらの多くは､

不都城市立押水中学校



22 渡辺 保弘 ･玉江 和義

子どもの ｢生きる力｣の育成 ･進展をねらいとしている｡人格の成長や向上を目指す体育授業

研究は特に義務教育課程で多く行なわれている｡

しかしながら､思春期に位置する中学生期は､様々な問題1)を抱えやすい時期であり､知識

や技能の習得に対して主体的に取り組むことができない生徒も少なからず見られる｡例えば､

多くの学習者が､体育を好きな教科2)として挙げている中で､体育授業に対して受動的 ･消極

的にしか取り組めない者も存在する｡体育授業中の人間関係 3)にまつわる問題は大きく､体育

授業が心身状態にネガティブに作用するとの報告 4)もある｡

学習指導要領5)には､明るく豊かな生活を営む態度を育成し､心身の健全な発育 ･発達を促

すことが中学校保健体育の目的であるとの内容が記されている｡また1981年以降､健康概念が

パラダイムシフトし､-ルスプロモーション6)の理念がわが国にも導入された｡これに伴い

WHOは､HealthPromotingSchoolを推進し､体育 ･レクレーション･スポーツ活動 (つま

り体育科教育)をHealthPromotingSchoolの重要領域として規定している｡これらは,学

校体育の向上 ･充実が-ルスプロモーションの重要基盤になることを示している｡

｢よい体育授業｣とは､目標が十分達成され､学習成果があがっている授業と定義7)される｡

また,学習者が ｢自身の生きる力の向上｣を自ら実感できる､あるいは達成感を実感できるよ

うな授業についても､多くの研究がなされてきている｡ところが,学習者がどの程度の陶冶 ･

訓育を得たのかについて､学習者自身の主観的到達度や主体的評価を客観的 (数値的 ･統計的)

な方法論用いて厳密に検討することが必要と考えられるが､その報告 8)は乏しいのが実情であ

る｡また､SchoolHealthlnitiative8領域に､体育科教育が含まれていることに鑑みると､

体育授業と学習者の健康状態の因果的関連性についても考慮される必要があろう9)｡このよう

な観点が見出される一方､一般の体育授業評価では､当該集団の評定根拠になっているのは､

授業者の視察 (Visuallnspection)や授業者が設定した基準-の到達程度などに限定される

ことが多いと推測される｡

したがって､学習者自身が認識している ｢よい体育授業｣と心身状態との相関に関し､複眼

的な探索 ･検討を行うことは､保健体育を推進していくための有意義かつ具体的な資料になる

と考えられる｡本研究では､中学校生徒 (学習者)が感じる ｢よい体育授業｣を明らかにする

ことを目的とした｡｢よい体育授業｣については､体育授業の良し悪しの評価は授業を受けた

子どもが行なうとする10)との視点に立ち､体育授業を検討するための一基準として ｢体育授業

において楽しさを感じる局面｣に着目し､その抽出を試みた｡そして､｢体育授業において楽

しさを感じる局面｣の頻度および精神心理的健康状態との関連性について検討した｡

Ⅱ.方法

1.調査

2009年11月､宮崎県内某公立中学校 1学年の生徒100名 (男子51牽l､女子49牽l)を対象にし

て､｢どのようなときに体育授業を面白く感じるか?｣という設問を用意し､自由記述形式に

よって解答を求めた｡記述データは､KJ法によって分類 ･集約後､｢体育授業において面白さ

を感じる局面｣測定項目を作成した｡その後､2009年12月､同一対象者に ｢体育の授について

のアンケー ト｣と題した質問紙調査票を用いた｡調査票の配布 ･回収は各学級担任に依頼した｡

この調査票は､学年､性別､所属する運動部活動などの一般情報項目のほか､｢体育授業を面

白く感じる局面｣を尋ねる108項目と精神心理的健康レベルを測定する20項目によって成立し
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ている｡｢体育授業を面白く感 じる局面｣は､｢感 じたことがない｣｢めったに感 じない｣｢時々

感 じる｣｢しばしば感 じる｣｢いつも感じている｣の5回答選択肢によって回答を得た｡精神心

理的健康 レベルの測定には､CenterforEpidemiologicStudiesDepressionscaleの日本

語版 (CES-D)を適用した｡我が国の成人対象において信頼性 ･妥当性が確認されているほ

か､思春期-の適応例11)12)13)14)15)16)も報告されている｡

3.分析

(1)基礎統計量の算出

全体および属性別 (学級別 ･性別)に､基礎統計量を算出し､群間差を求めた｡

(2) ｢体育授業を面白く感じる局面｣の因子分析

｢体育授業を面白く感じる局面｣項目は､独自作成によるものであるため､因子分析法によっ

て､因子構造を明らかにした｡最初に､各変数の分布を確認し､分析バイアスをもたらすと考

えられる項目や意味内容が類似する項目などを除去し､全項目問のSpearmanの順位相関係数

を算出して因子分析不適当項目を除外した｡これらにより､因子分析に適当と考えられる項目

を定めた後､最尤法による因子分析を行なった｡固有値1.0以上の基準および第 1因子から固

有値の減少傾向 (スクリープロット)､因子負荷量の絶対値0.50以上ならびに-0.50以下を考

慮し､因子数を暫定的に定めた｡本研究では､因子寄与率を重要な考察材料として考えており､

なおかつ斜交回転との間に著しい因子パターンの相違がなかったので､この因子数を中心に因

子の直行回転 (Varimax法)を行った｡因子解釈妥当性および累積寄与率を検討し､最終因

子数を定めた後､因子負荷量の大きい項目を中心に因子解釈を行った｡各因子の構成項目の合

計得点を比較 ･分析に用いた｡

(3)CES-Dスコアとの関連性

CES-D得点を算出後､｢体育授業を面白く感じる局面｣の各下位尺度得点 (因子合成得点)

との間の関連性をSpearmanの積率相関係数により分析 した｡CES-D得点を平均値と標準偏

差に基づいてレベル区分 (SD法)して､精神心理的健康レベルの低 ･中等度 ･高のグループ

に分類し､｢体育授業を面白く感 じる局面｣の各下位尺度得点を比較･検討した｡これら比較分

析では､一元配置分散分析 (ANOVA)および多重比較 (Scheffe'sTest)を行った｡以上は､

有意水準5%とし､SPSS14.0VersionforWindowsによって行なわれた｡

Ⅲ.結果

1.体育授業アンケート項目の因子構造

｢体育授業を面白く感 じる局面｣の因子構造を､表 1に示す｡第 1因子は､"試合に勝った

時"､"いい記録が出た時"､"盛 り上がった時"､"一生懸命 した時"といった､自分で何かを成

し得た項目が上位にあることから､｢達成感 ･克服感｣と解釈した｡第2因子は､"クラスの人

ときずなを深めた時"､"クラスの人と一緒に運動した時"､"クラスの人と協力した時"､"友達

と一緒に運動した時"など､クラスの人や友達と関係する項目が多く､｢友人関係｣と解釈 し

た｡第 3因子は､"ルールがわかった時"､"礼儀正しく授業をしている時"､"分からなかった

ことを習った時"､"授業の進め方が分かった時"､"知らないことを覚えた時"などのような､

授業に対する参加の仕方にかかわる項目が上位にあることから､｢授業理解 ･主体的参加｣と
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解釈した.第4因 /は､HyL.生からはめられた時''､'L先生から教えてもらった時 1､"光1から

親yJにしてもらった時'､"先/tに声をかけられた時"など､9L=/Jiから受けた経験や感情が上位

にあり､｢教糾からの働きかけJと解釈するのが妥当であった.第5因 /は､ 教えてもらった

技ができるようになった時''､ コツをつかんだ時"､ 今までできなかったことができるように

なった時 など､を含んだ項目が多いことから､r向上 越展｣と解釈した｡この5因 /により

全変動成分の60LI4% (累機寄与率)が説明されるO

表l ｢体育授業を面白く感じる局面｣の因子構造 (最尤′去 Varlmax回転後)

抽出因子
P JIJLW I■ 九■■

暮す■･克JL■
R合に勝った時
いいt己録が出た時
盛り上がった時
一生懸命した時
成功した時
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2.CES-Dスコア

木対p'#者のCES-D得点は0-55点の抑 こ/)HTlしており.平均は､1437,標雄偏差 (SD)

は792であったOさらに､属性別による平均は,学級別には.A組が1503点､B組が134LI点､

C組が1467点であり､学級差は認められなかった｡性別では､男 /1407､女/1466で､性差

は認められなかった｡

3.各体育授井関千村点と学級rr"･性別別の比較

｢体育授業を面白く感 じるJEJ面｣の各因 (-得点とクラスおよび性別との関連性を2L#困分散

分析によって明らかにした (表2)｡第 1国 ｢｢達成感 .克服感｣の平均 (±SD)は3999±

860であった.第2因 ｢｢友人関係｣は､3775±8LI5､第3因/｢授業理角半･+体的な参ノJnJ
は､2238±683､そして第4因/｢教師からの働きかけ｣および第5因/｢向上 ･進展｣は
2161±656および20LI5±LLO)であったd

第3医=′｢授業理解 ･i=体的な参)Jn｣では学級､性別による+.効果 (P<OCI5ならびにP<

0001)那/I.されたほか第4閃/-r教師からの働きかけ｣で性別による+_効果 (P<005)と交
有作用 (P<005)を認めたO

表2 学級間 ･性別問による ｢体育授業を面白く感じる局面｣各因子との比較

Two-wdyANOVA

ftllll

▼JA rLI

0967 0,288

D899 0062

0018 (cool

0675 0022

00%B 0261

竺

5

5

2

M

S

平均土SD

3999 ± 860

3775 ± 845

223Bi:6J33
2161 :七656

2045±:401

四千号I点

iL戚怒 克服怒

友人朋俵

捜暮理解 主体的事加

教師からの助手かけ
向上 iLJR

93 16 48
93 13 48
93 2 二)2
93 6 32
93 8 24

4 ｢体育授業を所IElく感じる局所｣閃千とCJi:SID子TTT点とのI瑚適性

表3は､r体育授業を面白く感じるJJJ面｣構成国/とCES-Dスコアとの偏相関変数を示して

いる｡性別とクラスを調整した結果､すべての因FがCES-Dスコアと負の相関 (P<0001)杏

'Ttしていた｡また.CES-Dスコアは､lLI37±793を共準に､0-6点を良好群､7-22点を

rll得度解.そして23点以上の//ル-プをイこ良群として対象者/分放した. 1丑因/分散/分析により､

各国 〃乳貴を3鮮けりで比較したところ､全国 (-で群問題が'T,された (P<005-P<0001)(図
1)｡さらに､多顎比較 (Scheffe'stest)を了~Jつたところ､節 l因 / ｢達成感 ･克服感｣で

は良好群と不良僻のr好日こ統計的有首差 (P<005)が示された｡同じく第2因/r友人関係｣
では.不良掛 こ対して良好押およびrrr程度肝がそれぞれ有意にぶ1かった (P<005)｡第3因 (-

｢授業理解 ･主体的参))n｣は良好群が.第4因｢｢教gIIlからの働きかけ｣は小良畔に比して良

好畔と巾棉度畔が､そして第5因/では小良畔に比べて良好畔が有昔 (P<005)にIL.･Jかった.
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表3 ｢体育授業を面白く感じる局面｣園子とCESID得点との相関

fl 達成感･克服惑 ･438 く00f

f2 友人関係 146 く001

相 模兼理解.主体的参加 -043 <001

f4 教師からの働きかけ -031 く001

f5 向上･進展 ･438 く001

+クラスと性別を制御

pC偏相関係数

良好群 中野圧F 不良群

a成敗･xJF類

良好fl 中年度Ct 不良群

Jil汀LrtらのIkヽblI

良好群 中書度姓 不良Il
▲人lq什

図l 抑うつ症状レベルによる ｢体育授業を面白<感じる局面｣各因子得点

JV.考察

本研究では.これまでほとんど客観的に検討されてこなかった ｢体育授業において面白いと

感じるJF)面｣に焦点をあて､探索的質問紙によるデ-タ収lJiをわい､多変品解析法によって/分

析したCその結果､いくつかの興味深い知見が得られた｡

｢体育授業を面白く感じる局面｣の因 [-/分析によって見tH,されたj=たる特徴は,以下のごと

くである｡すなわち､(日本研究において､Ja-も人きな園J'は ｢達成感 ･克FIHJ戎｣であったこ

と､(2)｢教DlJからの働きかけ｣は下位の因 (-であったこと.である｡｢達成感 ･克服感｣医】仁
那+AAJ因 L'として抽出されたことにFliJL､耶失 L7)は､運動したい､体を軌かしたいという人目Lr]

本来の ｢快｣の部/分が体育における面白さにつながっていることを指摘している.柿失】7)の岩

頻を(替りれば､木結果にて ｢達成感 .克服感｣が第 1因 Fとなったのは､運動実践によって/Ji
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起 ･増大する快感情の存在が体育授業の面白さに大きく作用していることを窺わせるものであ

る｡構成項目の内容を詳細に見ても､ただ単に身体を動かすだけで､いわばl矢的精神心理に多

くの生徒が達する可能性18)を示唆している｡つまり､この因子の根底には､純然たる運動欲求

が在ると考えられる｡

逆に､｢教師からの働きかけ｣は下位因子であった｡いうまでもなく､よい体育授業を構築

していくためには､授業者である教師の働きかけ19)が必要不可欠である｡高橋20)は､教師から

の働きかけとは､授業に対するマネージメントや学習活動を活発にする相互作用､技能を習得

させる直接的指導､巡視であるとしているが､これらはいわば授業技術としての働きかけであ

ろう｡しかしながら､本研究で抽出された ｢教師からの働きかけ｣は､"ほめられた時""親切

にしてもらった時"など生徒の情緒的反応21)を促す内容で構成されていた｡この点を踏まえる

と､｢教師からの働きかけ｣に対する定義や捉え方は､授業者 (教師)と学習者 (生徒)の間

で大きく異なっていることが窺われる｡

また､第 1および第2因子である ｢達成感 ･克服感｣および ｢友人関係｣の構成項目には､

運動実施による快感情や授業中の自然派生的な友人関係の進展などを窺わせる内容が多い一方､

第3因子以降の ｢授業理解 ･主体的参加｣｢教師からの働きかけ｣｢向上 ･進展｣の詳細をみる

と､教師との関わりがないと生じえない事象 ･事柄が多く含まれている｡つまり､｢達成感 ･

克服感｣や ｢友人関係｣のレベルは､クラスや性別に関係なく大きな因子である｡一方､主効

果や交互作用が認められた ｢授業理解 ･主体的参加｣｢教師からの働きかけ｣因子においては､

クラス間や性別間で変動しやすい因子であると解釈される｡

1990年代に推進された ｢ゆとり教育｣では ｢指導でなく支援を｣と叫ばれ､｢知識や理解で

はなく関心や意欲重視｣の教育が展開された23)｡ところがその後､学力に関する ｢基礎 ･基本

の徹底｣が声高に主張されるようになり､｢反復練習や ドリル学習｣｢指導の重視｣が強調され

るようになった｡一方では､これと平行するかのように､近年来､抑うつ症状をはじめとする

精神心理的不調や肥満などに根拠をなす代謝性疾患 (糖尿病など)を訴える中学生が増加して

おり､学力だけでなく心身の健康度や諸機能も低下していることが指摘されている24)｡あるい

は､多くの学校ス トレッサ-22)が議論され､不登校や人間関係の歪みなどについて多方面から

指摘されてきている｡

このような状況下にあることを踏まえると､｢体育授業を面白く感じる局面｣とCES-Dとの

間に非常に高い負の相関が見られたことは誠に興味深い｡つまり､精神健康度が良好なほど､

体育授業を面白く感じ､精神健康度が不良なほど体育授業に面白さを感じないとの傾向を示し

たことは､体育授業のレベル向上がHealthPromotingSchoolの充実に大きな寄与率を持つ

ことを窺わせる｡逆に､体育授業を面白く感じさせ､大脳新皮質系の発達による人間性の成長

を促すためには､学習者である生徒の精神心理的健康状態を把握 ･考慮する必要性を明確に示

している25)｡あるいは西野26)は､学業ストレッサ-は自己価値を低下させ､種々な問題につな

がることを報告しているが､体育授業の充実が増悪した心身健康レベルを向上 ･改善させる可

能性も強く窺わせる｡

以上､これまでを総括し､中学校体育授業に寄与できる研究として､以下､簡略に記したい｡

すなわち､HealthPromotingSchoolを推進し､問題解決型授業をも含め､種々の体育授業

研究をさらに向上 ･進展させていくためには､(1)学習者 (生徒)の主観的な評価 (体育授業

において面白いと感じる局面)と授業者 (教師)の主観的評価 (体育授業において面白いと感
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じて欲 しい局面)の一致性を確認すること､(2)精神心理的健康度は､体育授業を面白く感 じ

させるための大きな規定要因であること､を踏まえるべきであろ う｡ これ らは､一言で述べれ

ば､保健 と体育の有機的融合の必要性､である｡そのためには､保健的視点を以って体育授業

に臨み､体育的実践を以って保健授業に臨むことが重要であろう｡

一方､本研究結果は､ある中学校の一時点における限られた側面から導いている｡ したがっ

て､一般化するためには､他の地域の多くの中学生を対象 として比較する必要がある｡また､

体育授業で行われる種 目や時期によっても異なると予想 されるので､継続的な調査が必要で

あろ う｡ しか しなが ら､今まで体育授業を教師の経験や勘 として整理ない し説明 してきた事

象や内容 を､客観的研究デザインに基づいて検証を試みることは､意義深い｡医学界では､

EvidencebasedMedicine (科学的証左 に基づいた医療)が提唱 されて久 しいが､保健科

教育 と体育科教育の融合 に基づ くHealthPromotingSchool推進 には､Evidencebased

Education(科学的証左に基づいた教育)の導入 ･展開が不可欠 と考える｡
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